
『東北の 峠で感動 吉田松陰』

吉田 松陰
（1830～1859)

吉田松陰は、嘉永4年（1851）12月から
4月にかけて東北各地を巡り歩いた幕末の
思想家です。嘉永5年2月29日に60㎝以上
の残雪の中、弘前を目指して矢立峠を越え
ました。ここで、相馬大作事件（矢立地区
の岩抜山で起きた津軽藩主暗殺未遂事件）
を想い漢詩をよんだことが、東北遊日記に
詳しく記されています。


